
公表日： 平成　30 年　11 月　20 日 事業所名： 　ひらい園放課後等デイサービス
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1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○
・活動の空間としては、一人ひとりが伸
び伸びとできる広さが確保されている。

14
・十分過ぎるほど広いです。
・十分子供たちが遊ぶスペースが
ある。

2 職員の適切な配置 ○ 11 1 2
・職員の人数を増やしてもらえた
ら、子供の受入れもしやすくなる。

実員10名では、適切である。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○

・玄関からﾃﾞｲルームまでバリアフリー
で、出入り口も大きくなっている。
・広さがあるので個別対応が出来る場
も確保している。

13 1
・園に出向く事がないので、分かり
ません。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

○ 12 2 ・掃除の頻度がわからない。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

○

・可能な範囲、児童発達支援管理責任
者を中心に計画反省し課題を見つけて
次の更新に繋げていくように努力して
いる。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

○

・児童発達支援管理責任者を中心に
研修に参加し、報告会で内容をわかり
やすく説明することによって各自がより
内容を把握できている。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○ 14

・体を使った遊びやスポーツを計画して
下さり運動不足の解消に繋がってい
る。
・毎回少しずつ新しいプランを作成して
下さり子供の成長に見合った内容であ
る。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○ 14

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○ 14

5 チーム全体での活動プログラムの立案 ○

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

○

・日替わりメニューで活動内容も変え
て、色々な体験や生活レベルが向上で
きるような内容を取り入れて、変化をつ
けていっている。

13 1

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○

・休日や長期休暇では、一日を通して
行う活動内容とし、ゆったりと家族以外
の人と過ごし、社会的マナーが身に付
くような内容を取り入れている。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹
底

○

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

○

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

○

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

○ ・半年に１回見直している。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議への参画

○

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施
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3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

○

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

○

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

○

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○ ・園では、機会を提供していない。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○
・ひらい園全体で取り組んでいる。
・バザールや地域の高齢者を中心に、
お食事会と笑いの会を開催する。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○ 13 1
・負担額に驚いて問い合わせをした
ところ、説明を受けた。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング等
の支援の実施

○
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4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

○ 14

・子供の活動中の様子など詳しく教え
て下さり、どの職員さんも同様に子供
の状況を理解してくれている。
・送迎時にいつも丁寧に教えてくれま
す。
・大好きな職員の方や友達と遊ぶのを
楽しみにしています。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

○
・細かな事でもまず親身になって聞き、
状況によっては専門機関の紹介を行う
など等の協力体制をとっている。

12 2

・送迎の際に学校の様子もきちんと聞
いて下さり、伝えてくれる。
・体を動かす遊びをして下さるので、満
足しています。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

・父母の会等はないが、学校での交流
はある。
・園を利用している時には職員が橋渡
しを行い、家族同士の関わりが広がる
ようにしている。

3 2 2 7
・家族の方があまり協力が出来なく
て申し訳ありません。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

○

・情報収集が遅くなる場合があり、常に
丁寧な対応を心がけているが、迅速で
はない場合が多いので、スピード感を
もっての対応を心がけている。

11 3

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

○ 13 1

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

○

・定期的な新聞は制作していないが、
活動状況はその都度掲示板に写真等
を示し、その後持ち帰り、家庭とは違っ
た様子を見てもらっている。

11 3

・会報やＨＰは分かりませんが、事業所
内に活動の内容を写真で飾ってくれて
いたり、作品展示を持ち帰り知らせてく
れるので、満足している。
・いつも沢山の写真を楽しく見せても
らっています。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○ 13 1

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

○
・利用者・保護者への説明は、徹底さ
れにくいが、都度説明するようにしてい
る。

12 2 ・詳しくはわからない。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○
・その日の利用者にはなるが、毎月９
日に避難訓練を実施している。
・職員は園全体で年２回実施している。

8 6
・デイサービスが行われているか、
わからない。
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3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

○

・年２回は園全体で話し合いを行う体
制をとり、更に各事業所でチェックリス
トによる振り返りを行うことで、虐待防
止を常に意識している。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

○

・基本身体拘束は行わないが、てんか
ん発作がある方については、活動中や
移動時「ヘッドギアを付ける事の同意
書はもらっている。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

・指示書に基づいた対応ではないが、
ご家族から怪しいと言われる食材は、
出来る範囲で変更し、食べてもらうよう
に工夫をしている。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○
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